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　南部フォッサマグナ地域は、本州弧と小笠原弧が衝突する地域、つまり島弧と島弧が衝突する世界でも特異

的な地域の1つである。本研究の対象地域では、中期中新世以降、最大4つの地殻ブロック（櫛形山、御坂、丹

沢、伊豆）が衝突し、地殻改変をしてきたと考えられている1,2。これらのブロックの衝突時期や影響について

は、各ブロックと本州弧の間に分布する堆積物が陸起源になった時期や、衝突を受けた本州弧側の地殻構造な

どから推定されているが、未だに統一的な見解は得られていない。 

 

　隆起や削剥による山地形成過程は、近年GPSによる観測が発達してきているが、これは短期間の時間ス

ケール(数十年以下)の変動を推定するもので、それをそのまま長期間の時間スケールにおける変動に置き換え

ることは難しい。そこで、地質学的タイムスケールでの地殻変動を定量的に理解するために、本研究では低温

領域の熱年代学的手法を用いた。熱年代学は、過去の熱イベントの時期や温度などを推定する学問で、様々な

地学現象の解明に適用されている3。 

 

　本研究では、南部フォッサマグナ地域において、主に地殻ブロックに衝突された側の隆起・削剥史を地質学

的時間スケールで解明するために、アパタイトフィッション・トラック(AFT)法における年代測定を

行った。AFT法を用いた理由はAFT年代が、U-Pb年代やジルコンのフィッション・トラック年代よりも閉鎖温

度が低い（~100 ℃）年代測定手法4のためである。 

 

　本研究の結果としては、奥秩父で14.7 ±4.7 Ma、関東山地でそれぞれ1.0 ±0.4 Ma、8.7 ±2.0 Ma、6.3 ±

1.1 Ma、身延地域で3.6 ±2.5 MaのAFT年代が得られた。奥秩父では、年代値は岩石の形成年代(i.e., 10.5 ±

1.5 Ma: 角閃石のK-Ar年代5)とほぼ同じとみなすことのできる年代が得られ、関東山地と身延地域では岩石の

形成年代(i.e., 10.5 ±0.4 Ma: 黒雲母のK-Ar年代6)よりも若いと考えられる年代が見られた。地温勾配を40 ℃

/kmと仮定した際の平均削剥速度は、奥秩父では0.23 ±0.07 mm/yr、関東山地では3.6 ±1.4 mm/yr、0.36 ±

0.08 mm/yr、0.49 ±0.09 yr/mm、身延地域では1.6 ±1.1 mm/yrであった。南部フォッサマグナ地域での中

期中新世以降の削剥速度は、丹沢山地において3.3 - 2.0 Maで~ 2 mm/yr、2.0 - 0 Maで0.8 mm/yrであり7

、円井岩体において既報のAFT年代から算出した削剥速度は16.4 Ma以降、0.16 - 0.21 mm/yrである8か

ら、関東山地と身延地域の削剥速度は、奥秩父や円井岩体よりも大きく、丹沢山地と同程度である。これらの

結果と考察を併せると、南部フォッサマグナ地域におけるAFT年代値は、ドーム状隆起やスラスト断層を

伴った、地殻ブロックの衝突による山地形成過程を反映していると考えられる。 

 

　今度の課題としては、1) 計測トラック数を増やすことと、他の採取地点の解析も進めることで高密度な熱年

代のマッピングを目指す、2) トラック長分析を用いた冷却過程の考察を行い、より高精度な熱史逆解析を行
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う、3) 地温勾配や火山・活断層のプロットを行い年代値と併せた考察を行う、4) アパタイトヘリウム(AHe)法

を用いて、AFT法よりもさらに地殻浅部で生じた変動を明らかにする、などが挙げられる。 
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